
　信頼性の高い結果が得られるよう検査体制には万全を期しておりますが、ご送付いただくコイにつき
ましても、以下の点について十分ご留意された上、ご用意の程よろしくお願い致します。

コイの準備
○検査1件あたり、全長12～17cm（体長15cm前後）のコイ1検体（1～5尾）からの受付となります。

○ 検出感度を高めるため、水温18～23℃にて2～3週間飼育して下さい。

○ 14℃以下あるいは28℃以上での飼育は検査には適しません。

○ コイは発送予定日に取り上げて下さい。取り上げの前日と当日は、無給餌として下さい。

コイの梱包
○ 全長20 cm程度までは、活コイでの受付が可能です（事前にお知らせ下さい）。

○全長20 cmを越える コイは、氷水中で麻痺させて（麻酔薬等の使用は控えて下さい）袋詰めにしてから、

　 氷あるいは保冷剤と共に梱包して下さい。コイを凍結した場合には解凍しないようご注意下さい。

○ アルコール固定サンプルを準備される場合には、専門家の助言を受けて行って下さい。

○ 検査申込書・確認書（別紙）に必要事項を記入の上、ぬれないよう注意して同梱して下さい。

○ 梱包の後、速やかにご送付下さい。取り上げから48時間以内に検査を開始する必要があります。

コイの送付
○ 活コイおよび固定サンプル以外は、冷蔵便（4℃）または冷凍便（-20℃）にてご送付下さい。

○ 必ず通知された到着予定日に公益社団法人日本水産資源保護協会へ配送されるようお願い致します。

送付日時の変更
○ 到着予定日の変更をご希望される場合は、必ず数日前に担当者までご相談下さい。

○指定された到着日時を一方的に変更されますと、検査をお引き受けできなくなる場合があります。

その他
○ ご不明な点がありましたらお気軽にご相談下さい。
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　検査結果は、検体の状態にも影響されますので、検体の選び方や輸送の準備にも注意が必要です。特に、
鰓の一部など、検査用コイから取り出した体の一部による検査をご希望の場合には、輸送中の事故を防
ぐためにも、以下の点について十分ご注意下さい。

次の方法は避けて下さい
○ 腐敗した検体では、正しい検査結果が得られない場合があります。活魚以外を検体とする場合は、なるべく新

　 鮮なものを準備して下さい。

○ 活魚以外を検体とする場合（体の一部を含む）は、必ず冷蔵便でご送付下さい。

○  検体（体の一部を含む）を固定する場合には、ホルマリンの使用を避け、必ず70%エタノール（消毒用エタノール）

　 を使用して下さい。

活コイの場合
○ 全長30 cmを超える活コイでの検査を希望される場合には、事前に検査担当者にご相談下さい。

○ コイを入れる袋には、厚手のビニール袋を使用し、十分な量の水と酸素を加えて下さい。

○ 輸送中に水漏れが起こらないように、しっかり口を閉じて下さい。

生鮮コイの場合（体の一部を含む）
○ コイを袋詰めするときは、水も空気も入らないように注意して下さい。

○ 体の一部を送付する場合には、水道水や飼育池の水で血などを軽くを洗い流してから袋詰めして下さい。

○ 十分な量の保冷剤（水を入れて凍らせたペットボトルでも可）を入れ、 必ず冷蔵便（4℃）にてご送付下さい。

○ 必ず決められた日に到着する確認して下さい。

アルコール固定サンプルの場合
○ アルコールの取り扱いには、十分注意して下さい。口がしっかりしまる容器を準備して下さい。

○ サンプルの量は0.5 cm × 0.5 cm 以上を切り出し、なるべく口の広い容器に入れて下さい。

○ 固定用のアルコールは、切り出した量の10倍程度を目安に加えて下さい。

○ 蓋をしめたあとに、液漏れが起こらないようビニールテープなどで封をして下さい。

その他
○ ご不明な点がありましたら公益社団法人日本水産資源保護協会・受託検査担当者までご相談下さい。

検査用サンプル（検体）の送付方法
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　　　 ～送付に適した容器の例～

左・チャック付きビニール袋
　　；生鮮標本（鰓）用
中央・プラスチック製の試験管
　　；エタノール固定標本用
右・サンプルチューブ
　　；小型魚用（全検体で使用可）
※その他、密栓できる容器であればいずれも使用
　できますが、医薬品等の空き瓶はご遠慮下さい。


